
北九州市立小倉北ふれあい保育所の指定管理業務仕様書 
 
 
１ 保育所の運営に関する業務 
（１）福祉事務所から保育の実施の委託を受けた児童に対し、保育所における保育を行うこ 

と。 
 ア 開所日：月曜日～土曜日（日・祝日及び１２月２９日～翌年１月３日は休日） 
イ 開所時間：基本開所時間 １１時間（７：００～１８：００）…保育標準時間  

※小倉北ふれあい保育所（夜間部）は午前１１：００～午後１０：００ 

ウ 対象児童年齢：概ね生後６か月～小学校就学前まで 

※小倉北ふれあい保育所（乳児部）は概ね生後３か月～３歳未満児（３歳になった年度 

の末日まで） 

（２）次の特別保育事業を行うこと。 

 ア 延長保育事業 

通常の保育時間を午後７：００まで延長する。 

（小倉北ふれあい保育所（夜間部）は午前０：００） 

イ 一時保育事業 

家庭での保育が一時的に困難になった場合に、保育所で保育する。 

＊断続的保育サービス…保護者の短期の仕事などの場合（週３日を限度） 

＊緊急保育サービス…保護者の病気、出産などの場合（連続１４日を限度） 

＊育児リフレッシュ保育サービス…保護者の育児に伴う心理的、肉体的負担の解消 

ウ 障害児保育事業 

障害児（集団保育が可能な軽度もしくは中度の障害児に限る。）と健康児を一緒に保育 

し、相互の健全な育成を図る。 

エ 夜間保育事業 

夜間の保育ニーズに応えるため、夜間保育を実施する。 

オ 保育所地域活動事業 

地域に開かれた保育所を目指して、各保育所の実情に応じて、遊戯室や園庭等を地域に 

開放したり、園児と地域の高齢者や児童との交流などを行う。また、育児相談、施設開放、 

育児講座などにより、在宅で子育てを行う家庭への支援を積極的に行う。 

（３）入所児童数に応じて必要な保育士等の職員を確保すること。 

 

 ア 保育士の配置基準（各施設共通） 

年齢 配置基準（義務） 配置基準(任意) 

０歳児 ３：１  

１歳児 ※¹５：１  

２歳児 ６：１  

３歳児 ２０：１ ※²１５：１ 

４歳児以上 ３０：１  



 ・利用定員９１名以上の場合、６時間パート保育士を１人配置。 

・保育標準時間認定を受ける子どもを受け入れる施設については１人（１日勤務保育士）

配置 

 ・常勤の教育・保育に従事する者が各組や各グループに１名以上（乳児を含む各組や各グ

ループであって当該組・グループに係る配置基準上の定数が２名以上の場合は、最低 2

名）配置されていること 

・※¹１歳児配置基準と※²３歳児配置基準について 

 

 



イ 調理員の配置基準 

定員 配置基準（義務） 

４０人以下 １名 

４１人～１５０人 ２名 

１５１人以上 ※³３名 

 ・※³３名のうち、１名は非常勤。 

 

（４）事故防止や災害時への適切な対応に努めること。 

（５）保護者への情報提供や保護者の意見の反映に努めること。 

（６）保育課、区役所保健福祉課等関係機関との連携強化に努めること。 

（７）第三者委員を設置し、苦情へ適切に対応すること。 

（８）複合施設に入所する場合、円滑な保育所運営を図るため、他の入居者との関係を良好

にするよう努めること。 

（９）給食は、市内統一献立としており３歳未満児は完全給食（主食及び副食）、３歳以上

児は副食のみを提供すること。 

（10）現行施設のサービス水準を維持することを基本に、新たなサービスの導入等により、

現行サービスの水準の向上を図ること。 

（11）市及び保育関係機関・団体等が行う研修等に積極的に参加すること。 

（12）地域に密着した保育の専門施設として地域に貢献するという観点から、入所児童のみ

ならず、地域住民の福祉向上に努めること。 

 
２ 施設の管理に関する業務 
（１）施設の管理に関して、以下の事務を適切に行うこと。 

ア 庶務事務 

（ア）委託料等の請求事務 

（イ）各種調査、照会、回答事務 

（ウ）備品の管理等 

イ 管理事務 

（ア）建物及び敷地内の清掃業務 

（イ）施設、付属設備等の保全に関する業務 

（ウ）敷地内の環境整備等 

（エ）軽微な修繕業務 

ウ その他の業務 

（ア）事業計画書及び収支予算書の作成 

（イ）事業報告書及び収支決算書の作成 

（ウ）北九州市児童福祉施設等第三者評価及び自己評価の実施 

（エ）指定期間終了にあたっての引継事務 

（オ）市からの委託業務 



（カ）その他保育所の運営に関して必要な業務 

（キ）保育料徴収に関すること 

 



北九州市立北方保育所の指定管理業務仕様書 
 
 
１ 保育所の運営に関する業務 
（１）福祉事務所から保育の実施の委託を受けた児童に対し、保育所における保育を行うこ 

と。 
 ア 開所日：月曜日～土曜日（日・祝日及び１２月２９日～翌年１月３日は休日） 
イ 開所時間：基本開所時間 １１時間（７：００～１８：００）…保育標準時間  

ウ 対象児童年齢：概ね生後６か月～小学校就学前まで 

（２）次の特別保育事業を行うこと。 

 ア 延長保育事業 

通常の保育時間を午後７：００まで延長する。 

イ 一時保育事業 

家庭での保育が一時的に困難になった場合に、保育所で保育する。 

＊断続的保育サービス…保護者の短期の仕事などの場合（週３日を限度） 

＊緊急保育サービス…保護者の病気、出産などの場合（連続１４日を限度） 

＊育児リフレッシュ保育サービス…保護者の育児に伴う心理的、肉体的負担の解消 

ウ 障害児保育事業 

障害児（集団保育が可能な軽度もしくは中度の障害児に限る。）と健康児を一緒に保育 

し、相互の健全な育成を図る。 

エ 保育所地域活動事業 

地域に開かれた保育所を目指して、各保育所の実情に応じて、遊戯室や園庭等を地域に 

開放したり、園児と地域の高齢者や児童との交流などを行う。また、育児相談、施設開放、 

育児講座などにより、在宅で子育てを行う家庭への支援を積極的に行う。 

 

（３）入所児童数に応じて必要な保育士等の職員を確保すること。 

 ア 保育士の配置基準（各施設共通） 

年齢 配置基準（義務） 配置基準(任意) 

０歳児 ３：１  

１歳児 ※¹５：１  

２歳児 ６：１  

３歳児 ２０：１ ※²１５：１ 

４歳児以上 ３０：１  

 ・利用定員９１名以上の場合、６時間パート保育士を１人配置。 

・保育標準時間認定を受ける子どもを受け入れる施設については１人（１日勤務保育士）

配置 

 ・常勤の教育・保育に従事する者が各組や各グループに１名以上（乳児を含む各組や各グ

ループであって当該組・グループに係る配置基準上の定数が２名以上の場合は、最低 2

名）配置されていること 



・※¹１歳児配置基準と※²３歳児配置基準について 

 

イ 調理員の配置基準 

定員 配置基準（義務） 

４０人以下 １名 

４１人～１５０人 ２名 

１５１人以上 ※³３名 

 ・※³３名のうち、１名は非常勤。 



 

（４）事故防止や災害時への適切な対応に努めること。 

（５）保護者への情報提供や保護者の意見の反映に努めること。 

（６）保育課、区役所保健福祉課等関係機関との連携強化に努めること。 

（７）第三者委員を設置し、苦情へ適切に対応すること。 

（８）複合施設に入所する場合、円滑な保育所運営を図るため、他の入居者との関係を良好

にするよう努めること。 

（９）給食は、市内統一献立としており３歳未満児は完全給食（主食及び副食）、３歳以上

児は副食のみを提供すること。 

（10）現行施設のサービス水準を維持することを基本に、新たなサービスの導入等により、

現行サービスの水準の向上を図ること。 

（11）市及び保育関係機関・団体等が行う研修等に積極的に参加すること。 

（12）地域に密着した保育の専門施設として地域に貢献するという観点から、入所児童のみ

ならず、地域住民の福祉向上に努めること。 

 
２ 施設の管理に関する業務 
（１）施設の管理に関して、以下の事務を適切に行うこと。 

ア 庶務事務 

（ア）委託料等の請求事務 

（イ）各種調査、照会、回答事務 

（ウ）備品の管理等 

イ 管理事務 

（ア）建物及び敷地内の清掃業務 

（イ）施設、付属設備等の保全に関する業務 

（ウ）敷地内の環境整備等 

（エ）軽微な修繕業務 

ウ その他の業務 

（ア）事業計画書及び収支予算書の作成 

（イ）事業報告書及び収支決算書の作成 

（ウ）北九州市児童福祉施設等第三者評価及び自己評価の実施 

（エ）指定期間終了にあたっての引継事務 

（オ）市からの委託業務 

（カ）その他保育所の運営に関して必要な業務 

（キ）保育料徴収に関すること 

 



北九州市立陣原保育所の指定管理業務仕様書 
 
 
１ 保育所の運営に関する業務 
（１）福祉事務所から保育の実施の委託を受けた児童に対し、保育所における保育を行うこ 

と。 
 ア 開所日：月曜日～土曜日（日・祝日及び１２月２９日～翌年１月３日は休日） 
イ 開所時間：基本開所時間 １１時間（７：００～１８：００）…保育標準時間  

ウ 対象児童年齢：概ね生後６か月～小学校就学前まで 

（２）次の特別保育事業を行うこと。 

 ア 延長保育事業 

通常の保育時間を午後７：００まで延長する。 

イ 一時保育事業 

家庭での保育が一時的に困難になった場合に、保育所で保育する。 

＊断続的保育サービス…保護者の短期の仕事などの場合（週３日を限度） 

＊緊急保育サービス…保護者の病気、出産などの場合（連続１４日を限度） 

＊育児リフレッシュ保育サービス…保護者の育児に伴う心理的、肉体的負担の解消 

ウ 障害児保育事業 

障害児（集団保育が可能な軽度もしくは中度の障害児に限る。）と健康児を一緒に保育 

し、相互の健全な育成を図る。 

エ 保育所地域活動事業 

地域に開かれた保育所を目指して、各保育所の実情に応じて、遊戯室や園庭等を地域に 

開放したり、園児と地域の高齢者や児童との交流などを行う。また、育児相談、施設開放、 

育児講座などにより、在宅で子育てを行う家庭への支援を積極的に行う。 

 

（３）入所児童数に応じて必要な保育士等の職員を確保すること。 

 ア 保育士の配置基準（各施設共通） 

年齢 配置基準（義務） 配置基準(任意) 

０歳児 ３：１  

１歳児 ※¹５：１  

２歳児 ６：１  

３歳児 ２０：１ ※²１５：１ 

４歳児以上 ３０：１  

 ・利用定員９１名以上の場合、６時間パート保育士を１人配置。 

・保育標準時間認定を受ける子どもを受け入れる施設については１人（１日勤務保育士）

配置 

 ・常勤の教育・保育に従事する者が各組や各グループに１名以上（乳児を含む各組や各グ

ループであって当該組・グループに係る配置基準上の定数が２名以上の場合は、最低 2

名）配置されていること 



・※¹１歳児配置基準と※²３歳児配置基準について 

 

イ 調理員の配置基準 

定員 配置基準（義務） 

４０人以下 １名 

４１人～１５０人 ２名 

１５１人以上 ※³３名 

 ・※³３名のうち、１名は非常勤。 



（４）事故防止や災害時への適切な対応に努めること。 

（５）保護者への情報提供や保護者の意見の反映に努めること。 

（６）保育課、区役所保健福祉課等関係機関との連携強化に努めること。 

（７）第三者委員を設置し、苦情へ適切に対応すること。 

（８）複合施設に入所する場合、円滑な保育所運営を図るため、他の入居者との関係を良好

にするよう努めること。 

（９）給食は、市内統一献立としており３歳未満児は完全給食（主食及び副食）、３歳以上

児は副食のみを提供すること。 

（10）現行施設のサービス水準を維持することを基本に、新たなサービスの導入等により、

現行サービスの水準の向上を図ること。 

（11）市及び保育関係機関・団体等が行う研修等に積極的に参加すること。 

（12）地域に密着した保育の専門施設として地域に貢献するという観点から、入所児童のみ

ならず、地域住民の福祉向上に努めること。 

 
２ 施設の管理に関する業務 
（１）施設の管理に関して、以下の事務を適切に行うこと。 

ア 庶務事務 

（ア）委託料等の請求事務 

（イ）各種調査、照会、回答事務 

（ウ）備品の管理等 

イ 管理事務 

（ア）建物及び敷地内の清掃業務 

（イ）施設、付属設備等の保全に関する業務 

（ウ）敷地内の環境整備等 

（エ）軽微な修繕業務 

ウ その他の業務 

（ア）事業計画書及び収支予算書の作成 

（イ）事業報告書及び収支決算書の作成 

（ウ）北九州市児童福祉施設等第三者評価及び自己評価の実施 

（エ）指定期間終了にあたっての引継事務 

（オ）市からの委託業務 

（カ）その他保育所の運営に関して必要な業務 

（キ）保育料徴収に関すること 

 



北九州市立千防保育所の指定管理業務仕様書 
 
 
１ 保育所の運営に関する業務 
（１）福祉事務所から保育の実施の委託を受けた児童に対し、保育所における保育を行うこ 

と。 
 ア 開所日：月曜日～土曜日（日・祝日及び１２月２９日～翌年１月３日は休日） 
イ 開所時間：基本開所時間 １１時間（７：００～１８：００）…保育標準時間  

ウ 対象児童年齢：概ね生後６か月～小学校就学前まで 

（２）次の特別保育事業を行うこと。 

 ア 延長保育事業 

通常の保育時間を午後７：００まで延長する。 

イ 一時保育事業 

家庭での保育が一時的に困難になった場合に、保育所で保育する。 

＊断続的保育サービス…保護者の短期の仕事などの場合（週３日を限度） 

＊緊急保育サービス…保護者の病気、出産などの場合（連続１４日を限度） 

＊育児リフレッシュ保育サービス…保護者の育児に伴う心理的、肉体的負担の解消 

ウ 障害児保育事業 

障害児（集団保育が可能な軽度もしくは中度の障害児に限る。）と健康児を一緒に保育 

し、相互の健全な育成を図る。 

エ 保育所地域活動事業 

地域に開かれた保育所を目指して、各保育所の実情に応じて、遊戯室や園庭等を地域に 

開放したり、園児と地域の高齢者や児童との交流などを行う。また、育児相談、施設開放、 

育児講座などにより、在宅で子育てを行う家庭への支援を積極的に行う。 

 

（３）入所児童数に応じて必要な保育士等の職員を確保すること。 

 ア 保育士の配置基準（各施設共通） 

年齢 配置基準（義務） 配置基準(任意) 

０歳児 ３：１  

１歳児 ※¹５：１  

２歳児 ６：１  

３歳児 ２０：１ ※²１５：１ 

４歳児以上 ３０：１  

 ・利用定員９１名以上の場合、６時間パート保育士を１人配置。 

・保育標準時間認定を受ける子どもを受け入れる施設については１人（１日勤務保育士）

配置 

 ・常勤の教育・保育に従事する者が各組や各グループに１名以上（乳児を含む各組や各グ

ループであって当該組・グループに係る配置基準上の定数が２名以上の場合は、最低 2

名）配置されていること 



・※¹１歳児配置基準と※²３歳児配置基準について 

 

 

イ 調理員の配置基準 

定員 配置基準（義務） 

４０人以下 １名 

４１人～１５０人 ２名 

１５１人以上 ※³３名 

 ・※³３名のうち、１名は非常勤。 



（４）事故防止や災害時への適切な対応に努めること。 

（５）保護者への情報提供や保護者の意見の反映に努めること。 

（６）保育課、区役所保健福祉課等関係機関との連携強化に努めること。 

（７）第三者委員を設置し、苦情へ適切に対応すること。 

（８）複合施設に入所する場合、円滑な保育所運営を図るため、他の入居者との関係を良好

にするよう努めること。 

（９）給食は、市内統一献立としており３歳未満児は完全給食（主食及び副食）、３歳以上

児は副食のみを提供すること。 

（10）現行施設のサービス水準を維持することを基本に、新たなサービスの導入等により、

現行サービスの水準の向上を図ること。 

（11）市及び保育関係機関・団体等が行う研修等に積極的に参加すること。 

（12）地域に密着した保育の専門施設として地域に貢献するという観点から、入所児童のみ

ならず、地域住民の福祉向上に努めること。 

 
２ 施設の管理に関する業務 
（１）施設の管理に関して、以下の事務を適切に行うこと。 

ア 庶務事務 

（ア）委託料等の請求事務 

（イ）各種調査、照会、回答事務 

（ウ）備品の管理等 

イ 管理事務 

（ア）建物及び敷地内の清掃業務 

（イ）施設、付属設備等の保全に関する業務 

（ウ）敷地内の環境整備等 

（エ）軽微な修繕業務 

ウ その他の業務 

（ア）事業計画書及び収支予算書の作成 

（イ）事業報告書及び収支決算書の作成 

（ウ）北九州市児童福祉施設等第三者評価及び自己評価の実施 

（エ）指定期間終了にあたっての引継事務 

（オ）市からの委託業務 

（カ）その他保育所の運営に関して必要な業務 

（キ）保育料徴収に関すること 

 


